
【妃】旁は説文では「己」、五経文字も「己」、康煕字典は「已」、
文部省活字は「己」、当用漢字表は「已」、当用漢字字体表は
「己」。手書きでは「己」、「已」、「巳」はあやふやになる。
【妓】中国には旁を「多」とする異体字があり、説文にも載っ
ている。手書きでは咎なし点が付くことがある。
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※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


